
日本国際飢餓対策機構（Japan International Food for the Hungry：略して JIFH）は、イエス・キリストの精神に
基づいて活動する非営利の民間海外協力団体 (NGO) です。1981 年にひとりの日本人がインドシナ難民救援に参加し
たことを契機として誕生しました。以来、世界の貧困・飢餓問題の解決のために、自立開発協力、教育支援、緊急援助、
人財育成、海外スタッフ派遣、飢餓啓発などに活動を広げてきました。現在は、国際飢餓対策機構連合（Food for the 
Hungry International Federation）の一員として、18 ヶ国 55 の協力団体とともに、アジア、アフリカ、中南米の
開発途上国で、現地パートナーと協力しあって、「こころとからだの飢餓」に応える働きをしています。
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★ご協力を感謝します★皆様に飢餓対策ニュースをお届けするために、毎月、ひばり障害者作業所（八尾市）､生活愛（大阪市など）、
　そして関西一円のボランティアの皆様が発送作業のご協力をして下さっています。ありがとうございます！

　世界の貧困と飢餓は、今も続いています。拡大中でもあり
ます。
　ですから、救済の働きはもっと大きく、力強くしていかな
ければなりません。そのために、日本国際飢餓対策機構は、
政府の法律改正の機会に法人化して活動を推進することに
しました。そして、体制も新しくしました。
　2010年6月30日をもって、私は29年間奉仕させていた
だいた理事長職を退きました。
今後は、法人の活動を側面から
支える「賛助会」の全国会長と
して関わることになりました。ご支援を感謝いたします。
　法人の新理事長には新進気鋭の岩橋竜介牧師を、常務理
事にはベテランの職員の中から清家弘久が、評議員会と理
事会で一致して推薦されました。
　新法人の職員たちも、単に今までの働きを踏襲するとい
うだけのものでなく、世界の貧困と飢餓に苦しむ人々のため
に、決意と献身を確認してから、参加していただきました。
　今までの皆様方の祈りと愛のご支援と惜しみないご協力

を心から厚く感謝いたします。今後の新法人と職員たちの
活動のために大切なご支援を続けて賜りますようにお願い
いたします。
　新体制移行に際して、良くない噂を流されましたが大過
なく、事務所も働きも滞ることなく進めることができまし
た。当機構が今日まで29年間、大波小波に会うことはあり
ましたが、世界の多くの災害の被害者や、おびただしい数の

餓えに苦しむ人々の救済や、加
えて大切な未来のある人々の育
成や開発教育のために、微力な

がら挑戦し貢献することができましたのは、皆様のご理解
とご支援の賜物であり、創造主の変わらないおたすけであ
りました。　
　世界はさらに大きな飢餓に突入しますので、できる限り愛
の心をお分かちくださいますようにお願いいたします。
　皆様の上に主の大きな祝福をお祈りします。　　　  在主

 日本国際飢餓対策機構　前理事長
2010年7月　賛助会全国会長　堀内　顕

愛の心をさらに強く大きく

1分間に17人（うち12人が子ども）・1日に2万 5千人・1年間では約1,000万人が、飢えのために生命を失っています。
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　2008年に初来日を果たし、昨年
も各地で大好評を頂きました「ワト
トゴスペルコンサート」が、今年も
名古屋・豊橋・岐阜・浜松で開催さ
れます。
【WATOTOとは？】
　WATOTOゴスペルクワイヤーの
メンバーは、全員が親を内戦やエイ
ズで失った孤児たちです。彼らは絶
望の中から生きる希望を見出し、そ
の喜びを伝えようと世界ツアーを
行っています。素晴らしい歌声、躍
動感あふれる踊り、生き生きと命の
輝きがあふれ出ている子どもたちの

表情や映像
を交えた体
験談は、コ
ンサートに
来て下さる
すべての方
に希望と感

動を与えてくれます。
　ワトトコンサートについての問い
合わせは愛知事務所まで。
★2010ワトトゴスペルコンサート開催日程
9月10日㊎岐阜市民会館　大ホール
9月11日㊏金城学院大学　ランドルフ記念講堂
9月13日㊋ライフポートとよはし　コンサートホール
9月15日㊌はまホール（浜松市教育文化会館）

WATOTO
コンサート
再び!!

●まず右の必要事項
に記入して、点線の
枠部分を切り取りハ
ガキに貼って、下記
の大阪事務所宛に郵
送、又はこの頁をコ
ピーして、ファクシ
ミリで申し込みくだ
さい。確認のための
必要書類等を送らせ
ていただきます。
お電話でも申し込み
できます。各事務所
までおかけ下さい。

FAX・072-920-2155

ハンガー・ゼロ・サポーター１万人大募集
今すぐ
各種支援の
お申し込み
ができます!!

□ 	ハンガー・ゼロ・サポーターとして協力します。
	 毎月（　　）口、協力します。（１口 1,000 円）
□ 	JIFH会員になり毎月定期的に財的協力をします。
　 	毎月（　　）口、協力します。（１口 500 円）
□	「世界里親会」に協力します。
　 	説明書、里親会入会申込書を送ってください。
□ 	海外派遣スタッフを支援します。
	 毎月（　　）円（　　　　　）スタッフ指定
□ 	海外派遣スタッフを支える会の会員になり、	
	 協力します。毎月（　　）口（１口 1,000 円）
　	 □ 郵便自動引落の申込書を送って下さい。

氏
フリ ガ ナ

名：　　　　　　　　　　　　　　　男・女

住
フリ ガ ナ

所：
〒
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　（電話）

 ▼申込日：　  　年 　月  日▼
ウガンダ
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▪ 食べ残しゼロ
　「テイクアウトボックス」で
　 わたしから始める！

　農林水産省の統計によると、日本で
は、家庭から出るゴミの実に３分の１
が、食べ物のゴミ（食品廃棄物）とい
われています。食べ物の多くを外国か
ら買っている（食料の６割は輸入）私
たちが、大量の食べ物を捨てている、
これは少しでも改善したいですね。　
　当機構の協力会社で、フェアトレー
ド商品を扱うキングダムビジネスで
は、このほど外出時に食べ残したもの
を持ち帰ることができるように「テイ
クアウトボックス」を商品化しました。
折りたたみ式で洗って繰り返し使うこ
とができます。ぜひ家庭や学校、職場
などで活用してください。まず、わた
しからはじめることができる第一歩と
して使ってみてください。
詳しくは下記まで直接ご連絡下さい。
　販売元：㈱キングダムビジネス
　価格：１ヶ　900 円（税込）
　電話：072-940-6814
同社の事業収益は、日本国際飢餓対策機
構を通して世界で飢餓・貧困と闘う人々
に用いられます。
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　国連の情報によると、干ばつによる飢

饉が心配されている西アフリカの国々、

特にニジェールとチャドは飢餓が深刻化

しています。

　ニジェールでは国民の半数以上に当た

る700万人が食糧の入手が困難、その内

330万人が食糧を手にいれることができ

なくなっています。

　この国では2005年に干ばつと砂漠バッ

タの発生による被害を受け、深刻な食糧

不足に陥りました。

　遊牧民が多く住むアバラック地域で

は、2007年の９月から雨が降らず、羊や

牛54,000頭が死亡しました。生き残った

家畜も体重が激減したため、取引価格が

下がり、たとえ売れたとしても僅かな食

糧分にしかなりません。

　同地域では栄養失調の子ども、やせた

牛、ゆでた雑草を食べる家族の風景が日

常化しています。今年６月までに、国内

各地で国連が運営する給食センターを

訪れる極度の栄養失調の子どもたちの数

が、8万人を超えました。

雑草を食べて生き延びる

　国際協力団体Oxfamのスタッフの報告

によると、子どもが４人い

るある男性は、「去年、家

族の食べ物を買うために牛

を二頭売らなければなりま

せんでした。そしてこれが

最後の一頭でした」と言う

と、ハエのたかっている乾

いた牛の死骸を指差し、

「これが９日前に死にまし

た、少しだけあったとうも

ろこしも何ヶ月も前にな

くなり、家

族は雑草にキャッサ

バの粉を混ぜたものを食べて生

きのびています。この困難を乗り

越えられるように、神に祈ってい

ます」と言ったということです。

　アフリカは日本からはたしかに

遠い国です。そこで人々が食べ物

がなくて死に直面していると聞いて

も、あまり現実のこととして捉えられな

いかもしれません。

　しかし、“おなかがすいた”と訴える

声さえ出せない子どもたちを思う時、食

べ物が豊かに与えられている私たちにい

ますぐにできることがあるはずです。

　行動に移しましょう！当機構では今、

「ハンガー・ゼロ・アフリカ」の実現の

ために、応援してくださるサポーターを

求めています。詳しくは各事務所に連絡

いただくか、または専用のウエブサイト

をご覧ください。いつでもサポーターと

なって参加することができます。

　1996年、確か６月から７月頃、私
はアフリカ大陸の中央に位置する小
国・ルワンダ共和国の北西に位置す
るギセニと言う町に滞在していまし
た。

ルワンダは、1994年４月ハビャ
リマナ大統領が暗殺された直

後から殺戮が始まり、３ヶ月余りで
当時の人口の10パーセント以上に当
たる80万人余りが殺害されるという
大虐殺が起きました。当時のフツ系
政権の急進派がフツ系住民を扇動し
て行われた、ツチ系住民の無差別
殺戮でした。殺戮の対象となったの
は、ツチ系住民とこれに反対した一
部のフツ系住民でした。同年７月、
主にツチ系難民で組織されたルワン
ダ愛国戦線によってルワンダ全土が
制圧され、新政権が樹立しました。
新政権は、ツチ系住民が主体である
ため、報復を恐れたフツ系兵士、民
兵、住民が難民として近隣諸国へ流
出し、その数は推定200万人と言わ
れていました。この内の一つに、ゴ
マの難民キャンプがありました。
　国境に面した町ギセニから越境す
ると、コンゴ民主共和国にゴマとい
う町があります。上記の理由でルワ
ンダからゴマへ100万以上の人たち
が流出して形成された、巨大な難民
キャンプが在りました。1996年６
月、私はゴマの難民キャンプでの働
きを終えて、次の任地が決まるまで
ギセニで待機していました。

私が属していたFH/R(Food for 
the Hungry Rwanda) は、騒

乱によって家族からはぐれた子ども
たちが肉親と再会できるよう、一軒
一軒家を訪ねて子どもたちの所在、
出身地、はぐれた場所などを確認

し、新聞やラジオなどで手がかりを
探していました。この中には、11人
の実子の内ただ一人生存している幼
い娘と、ラジオ放送を聞いて遠くか
ら駆けつけた父が再会を果たすとい
う、感動的なケースがありました。
私は、この働きを視察するためス
タッフに同行して、家々を回ってい
ました。

そんなある日、ルワンダ人のス
タッフ数人と私は、食堂で昼

食を取っていました。私たちが注文
した品目は、キャベツの油炒め、煮
たバナナ（果物ではないもの）とご
飯、そして清涼飲料のファンタでし
た。
　この食堂は、三方が壁やドアで仕
切られず解放されていて、外からも
見通すことができました。そこへ
一人の少年が、食堂の柱を抱くよ
うにして私をじっと見つめているの
でした。見たところ11から13歳位の
少年は、みすぼらしい衣服と汚れた
身体から、「ストリートボーイ」と
呼ばれる路上生活者であることは、

明らかでした。身振りや手振りがな
く、一言も語らず無言のまま凝視す
る少年の目は、深刻な空腹を訴えて
懇願する哀しみに満ちたものでし
た。周辺には、彼以外にも何人かの
ストリートボーイたちがたむろして
いました。
　この時、私が所持していたお金は
僅かで、もう一人分の食事を注文す
ることは出来ませんでした。その
上、仮に一人の少年を食事に招い
たなら、他のストリートボーイたち
が同じように求めてくるでしょう。
成すすべもなく、私はその場を立ち
去ったのでした。

しかしながら、あの時、半分以
上を残した私の食事にファン

タを１本注文すれば、立派な一食に
なりました。たとえ周辺に居たスト
リートボーイたち全員を招くことは
出来なくても、一人を招くことは出
来ました。毎日でなくても、あの日
一食だけ食事をすることが出来れ
ば、少年は空腹で苦しい一日を過さ
なくてもすみました。勇気のなかっ
た自身が悔やまれます。
　ストリートボーイの多くが孤児で
す。孤児たちは、物心両面の多くの
課題を抱えて生きていますが、ルワ
ンダの国内に今も80万人余りの孤児
が存在すると報告されています。

… 忘 れ 得 ぬ 瞳 …
•  その２ •
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1993年以来、ソマリ
ア、旧ザイール、アン
ゴラ、エチオピアで緊
急支援に従事。2006年
9月からルワンダのカモ
ニ郡でトラウマ被害者
支援に取り組む。

　現在、現地の協力団体のSSA（サ
マリタンストラテジー・アフリカ）、
バルナバス・ファンドを通じて、中部
の半砂漠地帯にあるコミュニティー
（マラディ、ズィンダ、ディファ、
オアラム各地区に住む1,434家族に対
して食糧支援を行っています。提供さ
れている食糧は、標準的な６人家族に
対して、２〜３ヶ月分の食糧となる米
50kgとトウモロコシ100kgで家族数
がそれよりも多い場合は、さらに増量
して提供しています。なおプログラム
の内容は今後の現地の状況の変化によ
り変更することもあります。

ニジェールで
実施中の活動

面積：126万７千㎢
　（国土の2／３は、砂漠または半砂漠）
人口：（世銀）1,467万人
公用語：フランス語
宗教：90％がイスラム教
GNI：US$280（日本37670） 
５才未満児の年間死亡数1000人あたり：
121人（日本4人）
平均余命：51年（日本83年）
５才未満児栄養不良による
　　　低体重比率：43％
　　　発育阻害：47％
　　 （ユニセフ世界子供白書特別版2010）

深刻化するニジェールの飢餓
極度の栄養失調状態の子どもが急増

ニジェール

当機構では9月中旬に二ジュールなど飢餓が深刻な西アフリカ
数ヵ国にスタッフを派遣し、現地の最新の状況を調査して、支
援活動を強めていきます。

ニジェール 国情報
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全なものを作
つ く

り、私
わたし

たちも安
あ ん し ん

心し
て買

か

うことができるように、また子
こ

どもの権
け ん り

利が守
ま も

られることも目
もくひょう

標にしています。

　フェアトレードの製
せ い ひ ん

品にはコーヒーやチョコレート，バナナなどの
食
しょくひん

品だけではなく、手
し ゅ こ う げ い ひ ん

工芸品や衣
い り ょ う ひ ん

料品もあります。衣
い り ょ う ひ ん

料品では、
原
げんりょう

料の栽
さ い ば い

培から、糸
い と

にする、布
ぬ の

にする、染
そ

める、縫
ぬ

うなどたく
さんの人

ひ と

が関
か か

わり、それだけ多
お お

くの仕
し ご と

事を作
つ く

り出
だ

すことがで
きるのです。
　買

か

い物
も の

をするとき、フェアトレードのものを選
え ら

ぶことで、
開
か い は つ と じ ょ う こ く

発途上国の人
ひ と

たちの暮
く

らしが少
す こ

しでも良
よ

くなる手
て だ す

助けをす
ることができることを、おうちの人

ひ と

に伝
つ た

えましょう。わたしに
できる第

だ い い っ ぽ

一歩ですね。

わたしにもできること

by Nanami Minami

フェアトレードって何？
こ
ん
に
ち
は 

わ
た
し

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の

チ
ョ
コ
レ
ー
ト

カ
カ
オ
豆ま

め

を

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
会か

い
し
ゃ社
が

買か

い
取と

る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
は

『
フ
ェ
ア
』
は
英え

い

ご語
で

『
公こ

う
せ
い正
な
』
と
い
う
意い

み味

「
ト
レ
ー
ド
』
は
貿ぼ

う
え
き易
な
の
で

『
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
』
は

公こ
う
せ
い正
な
貿ぼ

う
え
き易
と
い
う
意い

み味
よ

原げ
ん
り
ょ
う料
や
製せ

い
ひ
ん品
な
ど
を
作つ
く

る
人ひ
と

に

き
ち
ん
と
し
た
賃ち

ん
ぎ
ん金
が
支し

は
ら払
わ
れ
、

生せ
い
か
つ活
の
向こ

う
じ
ょ
う上
を
目め

ざ指
し
て
い
る
の
が

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
な
の

お
と
な
が

働は
た
ら

く
だ
け
で

な
ん
と
か

食た

べ
て
い
け
る

よ
う
に

な
っ
て
き
た

お
と
な
が
働は

た
ら

い
て

き
ち
ん
と
お
金か

ね

を

も
ら
え
ば
、

子こ

ど
も
は

働は
た
ら

く
必ひ

つ
よ
う要
が

な
く
な
る
で
し
ょ

じ
ゃ
あ
、
ぼ
く
が

チ
ョ
コ
を
食た

べ
る
と
き

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
も
の
を

買か

う
な
ら
…

私わ
た
し

た
ち
が

安あ
ん
し
ん心
し
て
暮く

ら
せ
る

手て

つ

だ伝
い
を

君き
み

た
ち
は
し
て
く
れ
て
る

こ
と
に
な
る
ん
だ
よ

た
と
え
ば
日に

っ
ぽ
ん本
で
２
０
０
円え

ん

の

チ
ョ
コ
を
買か

っ
て
も

原げ
ん
り
ょ
う料
の
カ
カ
オ
農の

う
え
ん園
に

支し

は

ら払
わ
れ
る
の
は
１
円え

ん

く
ら
い
（
０
・
５
％
※
）

農の
う
え
ん園
で

働は
た
ら

く
人ひ

と

た
ち
が

受う

け
取と

る
お
金か

ね

は
、

も
っ
と
少す

く

な
い

働は
た
ら

い
て
も

こ
れ
じ
ゃ

子こ

ど
も
を
学が

っ
こ
う校
に
も

や
れ
な
い

子こ

ど
も
も

働は
た
ら

く
し
か
な
い

そ
う
い
わ
れ

て
も
？
？
？

こ
ん
な
買か

い
方か

た

は

よ
く
な
い
、
と

考か
ん
が

え
た
人ひ

と

た
ち
が
い
て

作つ
く

る
人ひ

と

が
十じ

ゅ
う
ぶ
ん分
暮く

ら
し
て

い
け
る
値ね

だ

ん段
で
い
つ
も

買か

い
取と

る
仕し

く組
み
が

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
な
の

ぼ
く

学が
っ
こ
う校
に
行い

け
る
ん
だ

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
も
の
は

チ
ョ
コ
だ
け
じ
ゃ
な
い
よ

色い
ろ
い
ろ々

あ
る
よ

ぼ
く
の

お
こ
づ
か
い
じ
ゃ

足た

り
な
い
や
…

お
母か

あ

さ
ん

お
こ
づ
か
い

ち
ょ
ー
だ
い
！

そ
れ
と

こ
れ
と
は

話は
な
し

が
別べ

つ

！

フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
？

子どもニュース71号子どもニュース71号

※
「
児
童
労
働
」
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
日
本
著
よ
り



世界里親会

活動地のこども

Q.JIFHから各国世界里親会に質問

　進級するために、子どもたちはど

のくらいの成績をとる必要があるの

ですか？

A.各国世界里親会スタッフの回答

    ウガンダ

　学校によりますが、全教科平均点

以上をとる必要があります。小学校

では英語、算数、社会、理科を学

び、中学校では選択したコースに

よって10－15教科を学びます。

 カンボジア

　主要教科（算数、理科、社会、ク

メール語）で、学校が定めた合格点

をとる必要があります。

 バングラデシュ

　選択している全教科で、最低30％

の得点を取らねばなりません。

フィリピン

　10～12教科（コンピューター、

道徳、音楽、美術、体育、フィリ

ピノ語、家庭経済、社会、算数、英

語、理科等）で学校が定めた合格点

を取る必要があります。

ボリビア

　小学校では10教科、中学校では

10～15教科、それぞれ平均点以上

を取る必要があります。

　小・中学校ではまったく落第のな

い日本と比べるとなかなか厳しいで

すね。実際、最も少ないカンボジア

では２％、フィリピンやボリビアで

は10％、バングラデシュやウガンダ

では20－30％もの子どもたちが、

毎年落第しています。

　ではなぜ勉強できないのか、次号

で子どもたちの勉強を妨げている要

因についてご報告します。
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　現在、当機構が支援している里子は5ヵ国で2,300人。
1,500人あまりの里親さんが支援してくださっていま
す。開発途上国の里子には、日本の私たちが理解に苦し
むような事情が少なからずあります。子どもたちをでき
るだけ継続してご支援いただくために、里親さんの疑問
に当機構スタッフがそのつどお答えしていますが、同じ
様な疑問をお持ちになった方々のために、ニュースレ
ター誌上でもご報告致します。

世界里親会では、貧困と闘う子どもとその家族を支援して下さる里親を求めています。カンボジアとウガンダでは支
援を待つ約100名の子どもがいます。ぜひ里親になってください。

　私は、フィリピンを３回訪れまし

た。１回目は、関西にある福音自由

教会の婦人会で支援しているマニラ

の貧困地区にあるプレイズエメラル

ド国際学校です。私たちは一ヶ月

100円から募金をして送ってきまし

た。ここでは200人ほどの子どもが

元気に学んでいました。

　2回目の訪問は、その学

校の卒業式、進級式でお祝

いの言葉を述べるためでし

た。白い四角の学士帽にガ

ウン姿の生徒は、一人ひと

り名前を呼ばれると、大き

な拍手の中を、小学生から

高校生まで母親あるいは、

父親と手をつないで壇上に

上がってきます。どの子ど

もの親も実にうれしそう

で、誇らしげです。メダルと、表彰

される理由が書かれたリボンをつけ

てもらいます。「積極的」「朗ら

か」「親切」「素直」「従順」「時

間厳守」など、人格形成の基盤とな

るこれらの点を、教師がしっかり注

目して褒めてあげることの大切さを

教えられました。

　その時、以前エメラルド国際学校

の子どもからもらった手紙を思い出

しました。「わたしは、小学校を卒

業できて感謝です。今ハイスクール

で学んでいます。どうか支援をやめ

ないでください」

　兄弟がたくさんいる場合そのうち

の何人かしか学校へ行けません。ま

た、父親が出稼ぎに行ってやっと小

学校を終える子どももいるのです。

本当に、節約に生きる家族の協力が

なければ学べないのです。だから卒

業や進級が家族にとって大きな、大

きな喜びになります。もう一つ教え

られたことは、子どもたちの夢で

す。手紙の中で次のように書いてい

ました。「私は大きくなったら、私

のように貧しい子どもを教える先生

になりたい」「私のように貧しい子

どもが病気になったら世話をする看

護師になりたい」「ぼくのように貧

しい子をまもるために警察官になり

たい」

貧しくても失われないもの

　みんな、だれだれのために、何々

になりたいと書いていまし

た。自分のためよりも他者

のために何々になりたいと

いう発想に胸が痛くなりま

した。

　日本の中で、豊かさゆえ

に失われているもの、フィ

リピンで貧しくても失われ

ないものは何か、立ち止

まって考えさせられまし

た。貧困と闘いながら生き

るフィリピンの人たちが、全能の神

様を信じて力強く歩めるように祈り

たいと思います。そして、私たちが

受けている祝福にもっともっと感謝

して、まわりの弱い、困っているお

友達に関心をもって、その人たちの

ために何ができるかを考え、行動す

る人になりたいと思いました。

長岡福音自由教会員　平林けい子里親募集

応援を続けている子どもたちの卒業・進級式にて

小学生でも落第？

　里親さんからの質問
「先日、里子の成長記録を受け
取りました。見ると、私の里子
はこれで２年続けて落第してい
ます。正直なところがっかりし
ました。この子の落第の背景に
なにがあるのか、本当のところ
を教えてください。」

フィリピン・プレイズエメラルド国際学校支援

将来､貧しい子どもを助けたい
　フィリピン・マニラのケソン市にあるスープキッチンは1998年に日本のロータリークラブなどの
支援によって建てられ、近隣の貧困世帯の人々への給食や職業訓練が提供されてきました。その活動
が発展していく過程で、隣接地に「プレイズエメラルド国際学校」が建てられ、貧困家庭の幼児（就
学前）から中学４年生まで200名弱が学びを続けています。日本国際飢餓対策機構は、この働きを応
援するために今年度より同校への支援を決定し、子どもたちの教育の必要のために12,000ドルを支
援しました。今回はこれまで日本のキリスト教会を通じて応援を続け、現地を訪問をされている平林
けい子さんの手記を紹介します。

写真㊧教室で学ぶ生徒、写真㊦手前の建物がスープ
キッチン奥にプレイズエメラルド国際学校

あなたも支援の輪にご参加ください!!　このエメラルド国際学校への支援を希望される方は、当機構までお問い合わせください。


